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ヒューマンファクター研究の泰斗，英国マンチェスター大学のジェームズ・リーズン教授の

著書、“Managing the Risks of Organizational Accidents”の翻訳である。序文の中でリーズ
ン教授が「本書は、純粋学問的な興味からの読者は想定していない｡ ．．．現場での作業や管理
に携わっている人、特に日々潜在的な危険性をはらんでいる技術システムの管理・運営に関わ
っている人たちに焦点をあてている」、と述べているように、本書はヒューマンファクターやヒ
ューマンエラーの特定分野に対象を限定したものではなく、広くシステムや組織が関わる事故
について、チャレンジャー号やチェルノブイリ発電所の事故からベアリング証券の破産まで、
さまざまな分野の具体的な事例を紹介しながら、組織に潜むリスクに対する防御と管理を理論
と実践の両側面から紹介している｡ 
 


